
公衆衛生学特論 健康科学特論 社会福祉特論

解剖生理学特論 → 解剖生理学特別実験

生化学特論 病理学特論 → 疾病学特論

食品学特論 食品衛生学特論

食品機能特論 食品産業特論

栄養学特論 ライフステージ栄養学特論

↓↑
臨床栄養学特論 → 実践臨床栄養学特論

↓
臨床栄養学特別実習Ⅰ（校内実習）

臨床栄養学特別実習Ⅱ（校外実習）

栄養教育特論 → 栄養カウンセリング特論 栄養教育特別演習Ⅰ（校内実習）

栄養教育特別実習Ⅱ（校外実習）

公衆栄養学特論 栄養情報処理特別演習

調理科学特論 → 調理学特別実習 給食経営管理特論

食文化特論 外国文献講読 バイオテクノロジー特論

統計解析特論 情報処理特別演習

ディプロマポリシー

DP2：実社会における実務としての栄養学に関する対応能力を持ち，創造的に活用し，国際的な知識や情報を受信・発信することができる。

DP4：自覚的に自己研鑽を継続する姿勢を持ち，広い視野から関連科目を研究し，問題解決のために活用できる。

DP6：多職種との連携を持ち，地域社会のニーズに合わせた豊かな食生活と健康の維持・増進に貢献できる。

DP8：自己の取り組む栄養学に関する研究課題を，栄養学的に考察し，その重要性を説明･説得することができる。

DP3

DP4

DP5

DP1：短期大学部で習得した幅広い教養と栄養士としての倫理観を高めることができる。

DP7：食べ物の特性をふまえた食事設計及び調理の役割の理解と，特定給食施設における食事の提供に関わる栄養・食事及び経営管理について身に
        付けることができる。

DP3：短期大学等で修得した専門知識と技術に加えて，より高度な専門的知識と実践的技術を持って，食と健康について多面的に考察することが
 　　　できる。

DP5

DP5：社会・生活環境や健康・栄養状態の特徴に基づいた栄養教育の展開についての応用的知識と，我が国や諸外国の健康・栄養問題に関する栄養
　　　 政策について提案することができる。

栄養の指導

給食の運営

関連専門科目

1年次 2年次

学修総まとめ：特殊講義（専攻科）

特　　別　　研　　究
DP8

社会生活と健康

人体の構造と機能

DP2

食品と衛生

栄養と健康

DP6

DP1

履修系統図　短期大学部専攻科食物栄養専攻
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